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府立三島高等学校
校長　井上　隆司

令和３年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	「自主･自律」・「文武両道」で実践を重ね、人生を主体的に切り拓き社会に貢献することができる生徒を育成する。
１　総合力のある教育指導（授業、特別活動、部活動、生活習慣・規範力の醸成）ができる学校
２　生徒一人ひとりへのきめ細かな指導を行い、学力と進路の保障ができる学校
３　高い志と夢・グローバルな視野を持つ生徒を地域とともに育むことができる学校



２　中期的目標
	１　教員・生徒がともに真摯に学ぶ姿勢を追及し、授業力向上を図るとともに生徒一人ひとりに寄り添い、生徒の思考力･判断力･表現力を育成する。
（１）教科指導力の向上を図り、ICT活用を含め三島スタンダードに沿った学びの深化を推進する。
　（２）基礎学力の定着を図り、学力向上に向けた取組を推進する。
　（３）主体的に学ぶ意欲・態度を育成し、家庭での自学・自習を推進する。
※授業評価における生徒満足度・・・肯定的評価80%以上を維持する（H30:77%、R１:77%、R２:82%）

２　自らの進路実現に向けて粘り強く努力し続けることにより、社会の変化に柔軟に対応し、グローバル社会を牽引できる生徒を育成する。
（１）広い視野で自らの生き方を考え、学習意欲が向上するキャリア教育を推進する。
　（２）自学・自習を推進するとともに、個別指導・講習の充実を推進する。
（３）進路情報の共有･保護者への情報提供により、生徒の希望適性に応じた進路実現を支援する。
　　　　　※国公立大学合格者数・・・現役合格者数；国公立大学15%以上（H30:55人(14%)、R１:57人(16%)、R２:52人(15%)）
※センター試験受験者数・・・在籍者数の80%以上（H30:82%、R１:77%、R２:79%）

３　体験的な活動をはじめ、あらゆる教育活動を通じて互いの違いを認め合い、協力・切磋琢磨する中で豊かな人間力を育成する。
　（１）部活動の充実を図るとともに、勉学との両立を推進する。
　（２）体育祭・文化祭・芸術祭・修学旅行をはじめとする学校行事の活性化を推進する。
　（３）人権教育･国際理解教育･ボランティア活動･読書活動･地域交流活動等を通じて、地球市民としての公民意識や規範意識を醸成する取組を推進する。
　（４）教育相談機能の充実を図るとともに、自らを律して他者を思いやる心を醸成する取組を推進する。
※部活動加入率・・・90%以上（H30:91%、R１:93%、R２:98%）
　　　　　※国際理解教育における生徒満足度・・・肯定的評価70%以上（H30:78%、R１:79%、R２:70%）

４　地域・保護者から信頼される安全で安心な学校づくりを「チーム三島」で推進する。
　（１）「学び続ける」教職員を育成・支援するために、組織的・継続的な取組を推進する。
　（２）教職員における危機管理力の向上及び感染症対策の取組を推進する。
　（３）広報活動を引き続き充実するとともに、PTA･後援会･同窓会･地域等との連携を一層推進する。
　　　　　※新学習指導要領を踏まえた各科目の研究・観点別評価の試行を行う。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和３年１２月実施分］
	学校運営協議会からの意見（R３）

	・生徒集計の結果について、「学校に行くのが楽しい」「授業がかりやすい」などについては９割を越えているが、「地震や火災の行動を知らされている」については約３割が肯定的回答をしておらず、「図書館をよく利用している」については６割以上が当てはまらないと回答している。
・保護者集計の結果について、「学校に行くのを楽しみにしている」「友達がいる」は９割を越えているが、「ホームページをよく見る」が一昨年度から上昇傾向にあるものの肯定的回答は半数に満たない。
・教員集計の結果について、「日常的な話し合い」「キャリア教育」「清掃活動」「人権教育」「学校行事」など多くの項目については昨年よりも向上したが、「経験が少ない教職員」への育成体制が十分とはいえない。
以上のことから、非常時の行動・図書館の利用、ホームページ活用、経験が少ない教員への育成体制については課題であると認識しており、具体的な対応を次年度に向けて検討する。

	【第１回（７/15）】
・コロナ禍で部活動や学校行事ができない場合の代替策をわかる範囲で教えてほしい。
・｢三島スタンダード｣はいいものなのでよりPRしてもいいのではないか。
・生徒満足度が多くの項目で上昇している要因を説明してほしい。
・２年次の家庭学習時間が確保できれば、より進学実績が向上するのではないか。
・生徒用の端末が配備されるのに教員用が配備されないのは失策。至急対案を要望すべし。
【第２回（11/１）】
・授業がICT化され先端的な取り組みができている。
・マスクをしていると声が聞き取りにくいので、気楽に質問できる雰囲気が大切だ。
・コロナ禍でこれまでの国際交流ができないのでオンライン等もより進めてはどうか。
・学問に興味を持った生徒と教員がフランクに話し合える機会があってもいいのでは。
・授業が生徒同士の意見交流や教員との対話が行われる深い学びの場になってほしい。
【第３回（2/18）】
・コロナ禍で制約はあるが、ポジティブに受け止めばねにするような生徒を育ててほしい。
・指標を維持することは難しいと思う。先生の負担は大丈夫だろうか。
・図書館利用が進むよう検討してほしい。
・自習室が３年生のフロアにあるため、他学年の生徒も使いやすくしてほしい。
・地元小学校・地元企業・同窓会も学校のサポートを進めたい。
・スマホ利用に係る人権教育や保護者が子どものスマホ使用制限を進める方が望ましい。









３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	１　生徒の思考力・判断力・表現力の育成
	(１)教科指導力の向上

(２)基礎学力の定着

(３)家庭学習習慣の定着
	（１）
ア　外部授業公開・校内授業公開を２回実施する。
イ　観点別評価を含む校内外の研修を踏まえ、教科ごとの教育活動報告会を実施する。
ウ　普通教室のプロジェクターやタブレットなどのICT機器を授業等で効果的に活用する。
（２）
ア　総合基礎(昼学)PTを核として、科目内容の充実・精選を図る。
（３）
ア　生徒の学習の参考となる「三島スタンダード」の充実を図り、家庭における学習習慣を定着させる。
	（１）
ｱｲ・授業見学を相互の教科指導に反映するとともに、観点別評価の報告会を２回実施する
ｲ・生徒の授業満足度における肯定的評価80%以上を維持：学校教育自己診断;生徒（R２:80%）
ｳ・教員のICT活用における肯定的評価75%以上を維持
　：学校教育自己診断;教員（R２:79%）
（２）
ｱ・総合基礎の生徒満足度における肯定的評価70%以上
　：朝学ｱﾝｹｰﾄ;生徒（R２:73%）
（３）
ｱ・生徒の家庭学習内容・時間満足度における肯定的評価50%以上：学校教育自己診断;生徒（R２:45%）
	(1)
ｱｲ・教科指導に反映するとともに観点別評価試行に合わせ報告会を４回実施。(◎)
ｲ・肯定的評価81%(○)
ｳ・肯定的評価78%(○)
(2)
ｱ・肯定的評価79.5％（〇）
(3)
ｲ・肯定的評価51%(○)

	２　グローバル社会をリードできる生徒の育成
	(１)キャリア教育の充実

(２)個別指導･講習の充実

(３)進路情報の共有・活用

	（１）
ア　キャリア指導計画に基づき、広い視野で学問・職業を選択できるよう生徒の進路実現を支援する。
イ　関西大学・大教大との連携活動を進める。
（２）
ア　各教科の講習を実施するとともに、自習室を充実させ自学自習の取組を全学年で進める。
イ　英語４技能を高める授業を進めるとともに、英語検定等の資格取得を進める。
（３）
ア　進路分析の情報を指導に反映させるとともに、生徒の進路希望に応じた指導を行う。
イ　大学入試の情報を的確に把握するとともに、生徒・保護者にわかりやすく情報を提供する。
	（１）
ｱ・生徒の進路関連項目における肯定的評価85%以上を維持：学校教育自己診断（R２:89%）
ｲ・関西大学・大阪教育大学との連携を継続する
（２）
ｱ・長期休業中･早朝等に講習を実施する
ｲ・英語検定資格取得者の増加：学校把握分（R２:19人）
（３）
ｱ・国公立大学現役合格率15%以上を維持
　：進路入試結果報告（R２:52人）
ｲ・保護者の進路関連項目における肯定的評価70%以上を維持：学校教育自己診断;保護者（R２:73%）
	(1)
ｱ・ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ･進路ｼｽﾃﾑを定期的な活用により肯定的評価91%(◎)
ｲ・授業補助やｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ生の受入実施。(○)
(2)
ｱ・長期休業中の講習を実施(○)
ｲ・資格取得者21人(○)
(3)
ｱ・合格率13%(△)
ｲ・肯定的評価75%(○)

	３　豊かな人間力の育成
	(１)部活動の充実

(２)学校行事の活性化

(３)国際理解教育・地域連携の充実

(４)公民意識の醸成
	（１）
ア　部活動と勉強を文武両道で両立させ、達成感や自尊感情を育む。
（２）
ア　体育祭･文化祭･芸術祭等を通じて、自主自律の精神を涵養する。
イ　芸術祭や修学旅行などの学校行事や図書館活動を通じて、文化や伝統を創造する自覚を持たせる。
（３）
ア　夏期・春期ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｷｬﾝﾌﾟ・学校交流などの国際交流活動を実施する。
イ　地元小中学校･支援学校との地域交流活動や高槻市内の関係機関との連携を推進する。
（４）
ア　生徒会が中心となり、あいさつ･時間遵守･交通マナー・奉仕活動の大切さを浸透させる。
	（１）
ｱ・生徒の部活動等と勉強の両立における肯定的評価
60%以上を維持：学校教育自己診断;生徒（R２:60%）
ｱ・部活動加入率90%以上を維持
　：部活動調査（R２:１年生98%）
（２）
ｱｲ・生徒の学校行事への取組みにおける肯定的評価80%以上を維持：学校教育自己診断;生徒（R２:87%）
（３）
ｱ・生徒の国際理解における肯定的評価70%以上を維持
　：学校教育自己診断;生徒（R２:70%）
ｲ・地元との部活動交流を複数回実施する
（４）
ｱ・生徒のルール遵守における肯定的評価70%以上を維持：学校教育自己診断;生徒（R２:74%）
ｲ・遅刻者数の減少：遅刻者統計（R２:660人）
	(1)
ｱ・肯定的評価62%(○)
ｲ・新入生歓迎会など活動のPRに努め加入率98%(◎)
(2)
ｱｲ・工夫して学校行事を全てやり切り肯定的評価91%(◎)
(3)
ｱ・感染症の影響で行事が中止となり肯定的評価66%(△)
ｲ・工夫して郡家小学校､各クラブ交流を実施。(◎) 
(4)
ｱ・日々の生徒会の働きかけもあり肯定的評価81%(◎)
ｲ・感染症の影響もあり12月時点で635人(△)

	４　安全で安心な学校づくり
	(１) 人材育成の推進

(２)人権教育・教育相談機能の充実

(３) 広報活動の充実

	（１）
ア　教員の専門的知識を研鑽する今日的課題の校内研修を実施するとともに、経験の少ない教員への教科・分掌での役割を明確にする。
イ　教員の働き方改革を推進するため、指導等の改善や会議等の精選、校時･内規の見直し等、職場環境改善を進める。
（２）
ア　カウンセリングマインドを取り入れた教育相談を組織的に行うとともに、人権教育を再構築する。
（３）
ア　生徒の活動や地域連携活動等の教育活動をHPで定期的に公開するとともに、効率的な中学校訪問・学校説明会を実施する。
イ　創立50周年事業で整備した機器･設備を効果的に活用するとともに、PTA･後援会･同窓会･生徒･教職員オール三島で連携した取組を進める。
	（１）
ｱ・教員の校内研修関連項目の肯定的評価の向上
　：学校教育自己診断;教員（R２:55%）
ｱ・経験の少ない教員に対する講座を学期毎に実施するとともに育成の観点から若手教員の分掌間異動を進める
ｲ・会議時間･朝の電話対応時間を10%削減する（R２:職員会議600分１月時点）
（２）
ｱ・生徒の教育相談関連項目の肯定的評価の向上
　：学校教育自己診断;生徒（R２:60%）
（３）
ｱ・HPの生徒･保護者連絡を充実し情報を毎月更新する
ｱ・本校及び地域開催の学校説明会参加者数1500人以上：リーフレット配布数（R２:1584枚）
ｲ・環境整備した機器･設備が効果的に活用できるよう各種説明会を実施する
	(1)
ｱ・肯定的評価60%(○)
ｱ・講座は5回実施。経験年数の少ない教員の異動は継続的に実施。(○)
ｲ・電話補助員配置、職員会議時間550分。(○)
(2)
ｱ・感染症の影響もあり肯定的評価60%(△)
(3)
ｱ・行事や校長ﾌﾞﾛｸﾞ等HPはほぼﾘｱﾙﾀｲﾑ更新を実施。(◎)
ｱ・説明会はｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ配信により教室で行い、本校主催のみで延べ約1500人(◎)
[bookmark: _GoBack]ｲ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰやｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ夜間照明の効果的活用。(○)



